第２章　災害時の心身の反応と症状
資料編　複写などして利用できる資料集
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　　　　　災害発生時に現地でこころのケア活動をしていく上で必要な資料を取りまとめたものです。

　　　　　ぜひ日頃から、それぞれの地域特性等に合わせ、創意と工夫、加工などしてご活用ください。

　　　　　また、災害発生時には支援者が携帯したり、複写して配布するなどご活用ください。

　　　　　


　　　この資料集は、実際の災害現場での支援活動が効率的に進められるように、支援従事者を対象に作成したものです。

　　　参考までに下の資料は新潟県中越地震にて、こころのケアチームが使用したマニュアルです。
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新潟県中越地震こころのケアチームマニュアル（抜粋）　


――オリエンテーションと引継ぎ、記録の管理――





　１　　こころのケアチームが活動を始める前に、チームのスタッフが県庁○○課或いは地域の保健所に必ず立ち寄り、緊急車両通行証、記録用紙、連絡用携帯電話を受け取り、オリエンテーションを受ける。また、チームの名簿を県庁○○課に提出する。


　　　※県から渡されるもの：緊急車両通行証、地域の地図、既存の精神医療機関及び一般医療機関リスト、連絡用携帯電話等





２　　活動にあたり、業務日誌、相談記録を必ずつけ、これを管理する。


　　　この記録を管理する際には個人情報がもれないよう細心の注意を払う。





３　　同一地域では継続して一環した対応が重要である。チームによってあまりにも異なる対応は住民を混乱させる。そのために引継ぎは極めて重要である。こころのケアチームが活動を終了するにあたり、以下の引継ぎを行う。


　・　先に派遣されているチームと事前に連絡をとり、引継ぎを行う。その際、保健所の精神保健福祉相談員が立ち会うことが望ましい。


　・　業務日誌、相談記録の受け渡し、地域での実際の活動状況、連携機関（窓口となる人の氏名、連絡先）についての情報を伝える。





４　業務日誌、相談記録は最終的に県庁○○課に渡す。
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